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　那須中央野球クラブの皆さまが、10月29日㊏か
ら実施される全日本古希軟式野球大会の大会参加
にあたり市長を表敬訪問しました。
　那須中央野球クラブは、大田原市を中心とした
近隣市町の70 代メンバーからなる野球チームで、
大会上位を目指し、日々練習に汗を流しています。
　全国各地から64 チームが集結し、熱戦が繰り広
げられるこの大会において、那須中央野球クラブ
の活躍を期待したいと思います。

那須中央野球クラブ　表敬訪問

９/２ 10/28８/23
小中学校全国大会・関東大会報告会

　市内小中学校の児童・生徒で、全国大会および
関東大会に出場した、またはこれから出場する児
童・生徒を対象とした報告会を実施しました。
　出席した児童・生徒からは、「日頃の練習の成
果を存分に発揮できた」、「大会での好成績を目指
して練習に励んでいきたい」などの意気込みが語
られ、大変活気にあふれた報告会となりました。
　参加された皆さまの今後の活躍を期待していま
す。

大田原市最初の名誉市民、豊道春海翁

　那須塩原市在住の池田 三男 氏から、豊
ぶんどう

道春
しゅんかい

海
翁の書をご寄贈いただきました。
　豊道春海翁は佐久山出身の僧侶で、明治から昭
和にかけて、書家としても活躍しました。
　戦後の習字教育の普及や日中の友好に尽力し、
昭和38年には本市最初の名誉市民に推挙、昭和42
年には文化功労者に顕彰されています。
　寄贈いただいた作品は、市役所本庁舎の展示ス
ペースで展示する予定です。

偉人の書　寄贈受入

大分の地での躍進を誓う

長寿を祝して 日頃の練習の成果を発表
敬老祝い記念品の寄贈

　９月２日に、市内の肖像画家 益子 学司 氏と増
村園芸（南金丸）の増村 英樹 氏が市内の高齢者へ
の敬老祝い記念品の寄贈のため、市長を訪問しま
した。
　益子氏からは市内で２番目の高齢の方へ肖像画

（最高齢の方には寄贈済み）を、増村氏からは 100
歳以上の高齢の方にお届けする千

せんにちこう

日紅の寄せ植え
をご寄贈いただきました。
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現代部会調査速報⑦
～町民総合運動公園の誕生（旧黒羽町）～市史編さんだより  vol.24

　  文化振興課　　 ０２８７（４７）５０３１

町民総合運動公園空撮（昭和60年）

『みんなのひろば』 投稿募集
●注意事項
＊原則として受付順に掲載しますが、応募多数の場合は
　過去に一度も掲載されていない方を優先します。
＊掲載回数の上限は１人につき月１回かつ同一年度内３
　回までとし、２号連続しての掲載は行いません。
＊掲載された場合の謝礼はありません。
●掲載できない記事

・市の品位、公共性または公益性を損なうおそれがあるもの
・政治的、宗教的または選挙活動に当たるもの
・営利を目的とするもの
・個人、団体を誹謗中傷するもの
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

●応募方法
　Ｅメールに写真を添付し、本文に次の❶～❻を記入し
て情報政策課にお送りください。
❶コーナー名
　・我が家の『○○』（家族や自慢のレシピなどの紹介）
　・いいとこ撮り（市内の風景・イベント写真の紹介）
　・大田笑人（市内で活躍する個人・団体の紹介）
❷写真のタイトル
❸コメント（200文字程度）
❹氏名とペンネーム（本名掲載を希望の場合は不要）
❺住所（番地も記入。紙面には大字のみ掲載します。）
❻電話番号

問 情報政策課　本６階　　０２８７（２３）８７００
　 jouhou@city.ohtawara.tochigi.jp

本

　今回の現代部会調査速報は、前回の旧大田原市に続き、旧黒羽町の町民総合運動公園の誕生をたどります。
　昭和54年（1979）５月の町民体育館の完成から２年、前年の国体の余韻が残る昭和56年（1981）に第三期山
村振興事業として町民総合運動公園整備事業が５か年計画で始まります。大輪の長谷田地内にある山林約
20 ヘクタールを造成しての公園整備であるため、初年度は進入道路の
新設から始まり、昭和59年（1984）には多目的運動広場、昭和60年（1985）
には陸上競技場、テニスコートが整備され、町民待望の総合運動公園
が誕生します。
　その後も昭和63年（1988）の総合運動公園プールとキャンプ場の整備、
平成６年（1994）の交流促進センター（若杉山荘）完成、平成10年（1998）
には総合交流ターミナル・五峰の湯オープンと続き、スポーツ愛好家
にとどまらず、広い年代の町民が楽しめるように施設面を充実させて
いくのです。　　　　　　　　　　　　（現代部会長　木下 義文）

テニスコート整備（昭和60年）陸上競技場造成工事（昭和60年）多目的運動広場仮オープン親善サッカー試合
黒羽小 対 川西小（昭和59年3月30日）

　移住してきて約２年半。米どころということ
もあり、大田原では田んぼの景色はいたる所で
見ることができますが、とりわけ険しい唐松峠
を越えた先に、この景色が開けた時の「山と田ん
ぼと空のコントラスト」は、何度見ても感動しま
す。大切にしたい里山の風景です。

『大切にしたい里山』
投稿者：白井あかね（地域おこし協力隊）
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